
松伏町は、埼玉県東南部に位置し、北葛飾郡に属する人口約3万人の町。1979（昭和54）年に竣工した本庁舎は、築年数が経過。町の「公共施設感染症対策改修工事」の一環としてトイレの改修工事が行われた。

水まわりの特長
改修の経緯
松伏町は、埼玉県東南部に位置する人口約3万人の町（2022年現在）。1969（昭和44）年に松伏村が松伏町となり、2019（平成31）年に町制施行50周年を迎えた。本庁舎は1979（昭和54）年に完成以降、築40年を越えており、改修前は和式トイレが中心で、清掃方法は湿式清掃だったが、近年は衛生面に配慮して乾式清掃に変更していた。このたび松伏町全体で、「公共施設感染症対策改修工事」が推進され、その一環として本庁舎のトイレ改修が実施された。工事は役場業務を運営しながら行われたため、工期中は第2庁舎のトイレを案内。さらに、できる限り廃材を出さないように、また工期短縮につながることも考慮して、新たな内装は、改修前の壁や床のタイルの上から施工している。

トイレの特長
「公共施設感染症対策改修工事」であることを念頭に、衛生面に配慮して、照明や換気のオンオフ、便器の洗浄、手洗いなど一連の動作を、徹底的に非接触で行える機能を持つ商品を選定した。また大便器は、災害時に避難所となった場合を考慮し、万一の詰まりやトラブル対応をスムーズにするため掃除口付きを採用している。さらに、ウォシュレットのリモコンは、手をかざすことで便ふたを開閉でき、便ふたがしまった後に自動洗浄が行えるタイプを採用した。また、トイレは憩いの場、やすらぎの場でもあるため、インテリアは清潔感のある白を基調とし、そこに洗面カウンターの黒と大便器ブースのダークブラウンがアクセントとなり、ホテルのような落ち着いた雰囲気を演出。町民、職員が安心して気持ちよく使うことのできるトイレが実現した。

改修に伴い、男女トイレの入口は非接触を徹底するためドアレスとし、トイレ内が見えないよう、レイアウトの工夫がされている。

建築概要
名称	 松伏町役場	本庁舎
所在地	 埼玉県北葛飾郡松伏町大字松伏2424
施主	 松伏町役場
設計	 株式会社	松下設計
施工	 建築　正和工業	株式会社
竣工年月	 （改修）2022年5月
敷地面積	 11,6770.00㎡
延床面積	 3,440.43㎡
構造・階数	 鉄筋コンクリート造・地下1階、地上3階

おもなTOTO使用機器
パブリックコンパクト便器･フラッシュタンク式：CFS498BC
ウォシュレット	アプリコットP（擬音装置「音姫」付きエコリモコン）：TCF5850AE
棚付二連紙巻器：YH701／自動洗浄小便器：UFS900系
洗面器：LS721C／台付自動水栓：TENA41系、TEL24DPR系
化粧鏡：YMK3580FC／背もたれ：EWC383CR
パブリック用手すり：T112CL、T112CU22、T112HK7R／マルチシンク：SK500

大便器は、メンテナンス性を考慮し掃除口付を採用。また、リモコンに手をかざすと電動で便ふたが開閉し、閉まったあとに自動で洗浄することも選べる、ウォシュレットアプリコットP（便ふた電動開／閉機能）を設置。大便器ブースの間仕切り壁を天井まで立ち上げ、個室感と防犯性を高めている。また、大便器ブースの1ヶ所には、L型手すりを設置している。窓から自然光が射し込む明るいトイレ空間。小便器は、床の清掃性に優れた壁掛型で、シンプルなデザインと節水機能を両立した自動洗浄小便器を採用している。

町民の利用が多い1Fはサインを大きめにし、職員が利用する2Fは、サインを控え目に掲示している。また非接触で利用するため、改修前に設置していたドアは撤去しているが、トイレ内は見えにくいレイアウトにしている。

改修前は、和式便器が中心だったトイレ。床はタイルで湿式清掃だったが、近年は、衛生性を保つために乾式清掃に変更していた。大便器まわりには、立ち座りをサポートするL型手すりとはね上げ手すり、使用中の座位の安定を図れる背もたれを設置。また、洗面器は、既設の手動水栓を取り替え用の台付自動水栓に交換した。男性トイレに掃除用のマルチシンクを設置。女性トイレの同様のスペースには、女性職員用の小物棚を兼ねた物置を設置している。

半埋め込みですっきりとしたデザインのベッセル式洗面器に、水栓金具は非接触の自動水栓を採用。ボウル深さが確保されているので、ゆったりと手洗いができる。

松伏町役場 	本庁舎
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松伏町役場 	本庁舎

男性トイレ	洗面コーナー 半埋め込みですっきりとしたデザイン
のベッセル式洗面器に、水栓金具は
非接触の自動水栓を採用。ボウル深
さが確保されているので、ゆったりと
手洗いができる。

掃除用具入れ・小物棚 男性トイレに掃除用のマルチシンクを
設置。女性トイレの同様のスペースに
は、女性職員用の小物棚を兼ねた物
置を設置している。

1F多目的トイレ 大便器まわりには、立ち座りをサポート
するL型手すりとはね上げ手すり、使
用中の座位の安定を図れる背もたれ
を設置。また、洗面器は、既設の手動
水栓を取り替え用の台付自動水栓に
交換した。

改修前 改修前は、和式便器が中心だったトイ
レ。床はタイルで湿式清掃だったが、
近年は、衛生性を保つために乾式清
掃に変更していた。

トイレ入口 町民の利用が多い1Fはサインを大き
めにし、職員が利用する2Fは、サイン
を控え目に掲示している。また非接触
で利用するため、改修前に設置して
いたドアは撤去しているが、トイレ内は
見えにくいレイアウトにしている。

男性トイレ	
小便器コーナー

窓から自然光が射し込む明るいトイレ
空間。小便器は、床の清掃性に優れ
た壁掛型で、シンプルなデザインと節
水機能を両立した自動洗浄小便器を
採用している。

女性トイレ	
大便器ブース

大便器ブースの間仕切り壁を天井ま
で立ち上げ、個室感と防犯性を高め
ている。また、大便器ブースの1ヶ所に
は、L型手すりを設置している。

大便器ブース 大便器は、メンテナンス性を考慮し掃
除口付を採用。また、リモコンに手をか
ざすと電動で便ふたが開閉し、閉まっ
たあとに自動で洗浄することも選べる、
ウォシュレットアプリコットP（便ふた電
動開／閉機能）を設置。

建築概要
名称	 松伏町役場	本庁舎
所在地	 埼玉県北葛飾郡松伏町大字松伏2424
施主	 松伏町役場
設計	 株式会社	松下設計
施工	 建築　正和工業	株式会社
竣工年月	 （改修）2022年5月
敷地面積	 11,6770.00㎡
延床面積	 3,440.43㎡
構造・階数	 鉄筋コンクリート造・地下1階、地上3階

おもなTOTO使用機器
パブリックコンパクト便器･フラッシュタンク式：CFS498BC
ウォシュレット	アプリコットP（擬音装置「音姫」付きエコリモコン）：TCF5850AE
棚付二連紙巻器：YH701／自動洗浄小便器：UFS900系
洗面器：LS721C／台付自動水栓：TENA41系、TEL24DPR系
化粧鏡：YMK3580FC／背もたれ：EWC383CR
パブリック用手すり：T112CL、T112CU22、T112HK7R／マルチシンク：SK500

トイレ図面
改修に伴い、男女トイレの入口は非接触を徹底するためドアレスとし、トイレ内が見
えないよう、レイアウトの工夫がされている。

水まわりの特長
改修の経緯
松伏町は、埼玉県東南部に位置する人口約3万人の町（2022年現在）。1969（昭
和44）年に松伏村が松伏町となり、2019（平成31）年に町制施行50周年を迎え
た。本庁舎は1979（昭和54）年に完成以降、築40年を越えており、改修前は和式ト
イレが中心で、清掃方法は湿式清掃だったが、近年は衛生面に配慮して乾式清
掃に変更していた。このたび松伏町全体で、「公共施設感染症対策改修工事」
が推進され、その一環として本庁舎のトイレ改修が実施された。工事は役場業務
を運営しながら行われたため、工期中は第2庁舎のトイレを案内。さらに、できる限
り廃材を出さないように、また工期短縮につながることも考慮して、新たな内装は、
改修前の壁や床のタイルの上から施工している。

トイレの特長
「公共施設感染症対策改修工事」であることを念頭に、衛生面に配慮して、照明
や換気のオンオフ、便器の洗浄、手洗いなど一連の動作を、徹底的に非接触で行
える機能を持つ商品を選定した。また大便器は、災害時に避難所となった場合を
考慮し、万一の詰まりやトラブル対応をスムーズにするため掃除口付きを採用して
いる。さらに、ウォシュレットのリモコンは、手をかざすことで便ふたを開閉でき、便ふ
たがしまった後に自動洗浄が行えるタイプを採用した。また、トイレは憩いの場、や
すらぎの場でもあるため、インテリアは清潔感のある白を基調とし、そこに洗面カウ
ンターの黒と大便器ブースのダークブラウンがアクセントとなり、ホテルのような落ち
着いた雰囲気を演出。町民、職員が安心して気持ちよく使うことのできるトイレが
実現した。

外観 松伏町は、埼玉県東南部に位置し、
北葛飾郡に属する人口約3万人の
町。1979（昭和54）年に竣工した本庁
舎は、築年数が経過。町の「公共施
設感染症対策改修工事」の一環とし
てトイレの改修工事が行われた。

https://jp.toto.com/com-et/jirei/

